
令和６年度　消防年報

四日市市消防本部





















昭和40年10月1日

昭和41年4月1日

昭和42年4月1日

昭和43年3月31日

昭和43年4月1日

昭和43年7月1日

昭和44年3月31日

昭和44年4月1日

昭和45年4月1日

昭和45年5月21日

昭和46年4月1日

昭和46年4月6日

昭和46年5月22日

昭和47年3月31日

昭和47年4月1日

昭和49年4月1日

昭和49年6月4日

昭和50年3月31日

昭和50年4月4日

昭和50年10月1日

昭和50年10月22日

昭和51年4月1日

昭和51年4月16日

昭和52年3月25日

昭和52年4月1日

昭和52年7月1日

昭和53年3月31日

昭和53年4月1日

昭和53年4月5日

昭和53年12月23日

昭和54年4月1日

昭和55年4月1日

昭和56年2月26日

昭和56年4月1日

昭和57年4月1日
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昭和58年4月1日
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昭和59年4月1日

昭和59年10月31日

昭和60年4月1日

昭和60年10月18日

昭和62年4月1日

昭和62年11月30日

昭和63年3月31日
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桜、保々分遣所を開所

消防職員定員　１５９名

消防職員定員　１６６名

竹内鉄雄氏消防長を退任

４代目消防長に冨山光三氏就任　消防職員定員　１７１名

四日市市と楠町、川越町、朝日町の救急業務に関する応援協定を締結

一斉指令装置を設置

消防職員定員　１７６名

機構改革により、本部の２課４係にあらたに予防課を設け、総務・消防・予防の３課、庶務・装備・消防・

通信・救急・予防・危険物の６係とした　　中消防署港出張所を同署港分署に昇格

消防職員定員　１８５名

中消防署港分署に双胴型消防艇「あさかぜ」を配備

消防職員定員　１９０名

北消防署庁舎改築（鉄筋コンクリート造２階建、建築延面積760,31㎡、監視用テレビカメラ装置付）

消防と海上保安部の船舶消防に関する業務協定を改定締結

冨山光三氏消防長を退任

５代目消防長に倉谷徳助氏就任

消防職員定員　１９１名

南消防署庁舎改築（鉄筋コンクリート造２階建、建築延面積759,9㎡）

倉谷徳助氏消防長を退任

６代目消防長に松村佳美氏就任　消防職員定員　１９３名

小山田分遣所を開所

四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市及び長島町の高速道路における消防相互応援協定を締結

消防職員定員　１９４名

機構改革により、本部予防課に指導査察係を置く

石油コンビナート等災害防止法に基づき、高所放水車・大型化学車・泡原液搬送車の３点セットを

中消防署に配備

消防職員定員　１９７名

機構改革により、本部に警防技監・主幹・主任を、消防署に副署長・主任の設置制度及び中消防署に

消防第３係を設け、本部通信救急係を通信指令室に改めた

通信指令室に防災指令装置を設置　　望楼見張勤務を廃止した

松村佳美氏消防長を退任

消防職員定員　２００名

７代目消防長に渡邊靖三氏就任

四日市市と楠町、川越町、朝日町の救急業務に関する応援協定を改定締結

消防職員定員　２０７名

機構改革により、本部の主幹を課長補佐に改め主任を廃止し、総務課に企画係を、消防課に防災指導係

を置き、通信指令室を指令第１及び第２係に改めた　消防署の副署長を署長補佐に改め、主任を廃止した

消防職員定員　２１５名

中消防署に救助工作車を配備

消防職員定員　２２２名

消防職員定員　２２７名

三重県救急医療情報システム地域救急医療情報センターを開設し、運用開始

消防職員定員　２３２名

渡邊靖三氏消防長を退任

８代目消防長に山口博氏就任

機構改革により、各消防署の庶務係を予防係に統合し、北・南消防署に消防第３係を置き、

総務課庶務係を総務係に、装備係を施設装備係に、消防課消防係を警防係に、防災指導係を防災係に、

予防課予防係を建築物係にそれぞれ改めるとともに主幹・主査及び副主査制度を設けた

消防職員定員　２３６名

消防本部・中消防署合同庁舎改築（本館棟、鉄骨鉄筋コンクリート造５階一部６階建、建築延面積3，829,09㎡）

消防職員定員　２３５名

桜分遣所改築

機構改革により消防本部に副参事を設け、研修所及び総務課企画係を統合し企画研修室とした

消防課指令係に第３係を増設し、３係制とした

消防職員定員　２４０名

中消防署港分署に配備の消防艇「あさかぜ」を単胴船に更新

桜分遣所を廃止した

中消防署西分署を開設（鉄筋コンクリート造平屋建　延べ面積390.85㎡）、４月８日から業務開始、

４月１８日竣工式を挙行　　機構改革により、西分署に消防第１係、消防第２係、消防第３係を設置し

港分署水上係を水上第１係、水上第２係、水上第３係に改めた

海上分団に普通ポンプ自動車（旧第４号車）を配備した

消防業務のＯＡシステム（予防）の運用を開始した

山口博氏消防長を退任

９代目消防長に島村隆氏就任

「一人暮らしの老人に対する緊急通報事業」の運用を開始した

中消防署にはしご付消防自動車（45m)を配備

消防業務のＯＡシステム（指令管制）の運用を開始した

三重郡楠町、朝日町及び川越町と四日市市との間において消防事務委託に関する付属協定書・

同覚書の調印を行った
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過去10年間の消防費の推移

％は、市一般会計予算額に対する消防費の比率

令和７年度 7,209,811 332,420 158,393 21,688 45,518

令和６年度 4,802,051 333,321 156,585 14,406 30,667

154,273 15,422 33,573

令和５年度 4,764,928 335,447 156,095 14,205 30,526

消防費　（千円） 人口　（人）

令和４年度 5,179,336 335,844

世　　帯 １人当り額　（円）

消防費に対する人口世帯当り額

１世帯当り額　（円）

令和３年度 4,727,781 336,907 153,159 14,032 30,868

43.2億
44.7億

40.2億
38.3億

47.2億 47.2億

51.7億

47.6億 48.0億

72.0億
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件

千円

件

㎡

㎡

９ 件
 

件

件

件

０ 件

件

１２月 件

１０月 件

火災の一番多かった日
１２月２日 ４ 件

火災の多かった時間帯 ９時～１０時、１３時～１４時 ７ 件

火災の少なかった時間帯
１時～２時、５時～６時

８時～９時、２２時～２３時
１ 件

   （ ２４件中　枯草火災８件） 

火災多い少ない

火 災 の 多 か っ た 月 １３

火 災 の 少 な か っ た 月 ２

林 野 火 災 ２

車 両 火 災 ７

船 舶 火 災

そ の 他 火 災 ２４

建 物 焼 損 表 面 積 １４０

最も多かった火災原因 たばこ

火 災 種 別 件 数

建 物 火 災 ４５

出 火 率 ２．３

建 物 焼 損 床 面 積 ８６２

一 目 統 計

令和６年中

火 災 件 数 ７８

損 害 額 ５２，０８６
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令和６年中の火災概要 

 

１ 火災の概要 

令和６年中の火災は７８件で、前年の８４件と比較して６件の減少となりました。 

火災種別では、建物火災が４５件と全火災の５７．７％を占め、次いで、その他火災が２

４件（３０．８％）、車両火災が７件（９．０％）と林野火災が２件（２．６％）となりま

した。 

火災の損害は、焼損床面積が８６２㎡、焼損棟数が５５棟、損害額が５２，０８６，００

０円、死者が２人、負傷者が６人となっています。 

損害額は、前年の１６４，６５０，０００円と比較して１１２，５６４，０００円の減少と

なり、焼損床面積は、前年の１，８４５㎡と比較して９８３㎡の減少となっています。 

出火率（人口１万人当たりの出火件数をいう。）は、２．３件で、前年の２．５件と比較

して０．２件の減少となっています。 

月別発生状況は、１２月が１３件と最も多く、次いで７月が１１件となっています。 

 

２ 出火原因 

出火原因は、たばこが９件と全体の１１．５％を占め第１位となっています。第２位は、 

 こんろ、配線、ストーブが６件ずつで全体の７．７％を占めています。 

 

３ 火災による死者 

火災による死者は、２人発生し、前年と同様となっています。 

また、年齢別でみると、６０歳代が１人、８０歳代が１人となっています。 

 

４ 火災による負傷者 

火災による負傷者は、６人発生し、前年より２人の減少となりました。 

また、年齢別では、５０代が１人、６０歳代が１人、７０歳代が１人、８０歳代が３人と

なっています。 

負傷者の発生した経過別では、消火中が３人、避難中が１人、その他が２人となっていま

す。 

 

５ 初期消火の実施 

７８件の火災において４９件の初期消火が実施され、火災鎮圧に主として効果があったのは

３３件でした。 

 

初期消火器具 消火器 消火設備 水道等 もみ消した その他 

実施件数 ２３ １ ２０ ３ ２ 

効果あり １６ １ １３ ２ １ 

 



火 災 件 数 ７８　件

建 物 火 災 件 数 ４５　件

建 物 以 外 火 災 件 数 ３３　件

建 物 焼 損 床 面 積 ８６２　㎡   

建 物 焼 損 表 面 積 １４０  ㎡   

林 野 焼 損 面 積 １０　a

損 害 額 ５２，０８６　千円　

死 者 ２　人

負 傷 者 ６　人

※小数点以下第２位で四捨五入。

※四捨五入により１００％にならないことがあります。

火　災　概　要

（令和６年中）

　　　　　　　　　　　　　

原因別火災件数 消防署別火災件数

たばこ, 9件, 

11.5%

こんろ, 6件, 

7.7%

ストーブ, 6件, 

7.7%

電灯・電話等

の配線, 6件, 

7.7%

たき火, 5件, 

6.4%

火入れ, 4件, 

5.1%

電気装置, 4件, 

5.1%
放火・放火の

疑い, 3件, 

3.8%

配線器具, 2件, 

2.6%

その他, 24件, 

30.8%

不明, 9件, 

11.5%

総件数
78件

中消防署, 32件, 

41.0%

北消防署, 19件, 

24.4%

南消防署, 27件, 

34.6%

総件数
78件
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(㎡) (㎡)

45 0 0 7 2 17 7 78 6 1 13 25 45 3 0 3 4 10 7 2 19 28 49 862 140 10 2 0 6 41,933 7,569 0 0 1,274 0 1,310 0 52,086

計 19 0 0 3 2 5 3 32 1 0 7 11 19 0 0 0 0 0 3 1 6 10 17 176 92 10 1 0 2 8,338 4,109 0 0 424 0 94 0 12,965

共　同 5 0 0 0 0 0 0 5 0 0 2 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61 0 0 0 0 73 576 0 0 0 0 0 0 649

同　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中　央 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 3 7 30 10 0 0 0 0 683 348 0 0 0 0 0 0 1,031

港 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 5

浜　田 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 130 0 0 0 130

橋　北 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 628 29 0 0 0 0 0 0 657

海　蔵 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

常　磐 2 0 0 1 0 3 0 6 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 2 0 0 2 3 130 1 0 1 0 0 2,265 1,599 0 0 90 0 80 0 4,034

川　島 2 0 0 0 0 1 1 4 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 1 2 3 16 0 0 0 0 0 450 57 0 0 0 0 14 0 521

神　前 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

桜 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 3 48 0 0 0 0 0 0 51

県 0 0 0 0 1 1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三　重 3 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3 0 0 0 0 0 2 4,234 1,449 0 0 204 0 0 0 5,887

計 12 0 0 0 0 5 2 19 1 1 5 5 12 1 0 1 2 4 3 1 6 10 16 363 5 0 0 0 3 24,310 1,973 0 0 0 0 30 0 26,313

羽　津 3 0 0 0 0 2 0 5 1 0 0 2 3 0 0 1 2 3 2 0 3 5 9 150 3 0 0 0 1 12,781 1,472 0 0 0 0 30 0 14,283

富　田 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

富洲原 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 0 0 0 0 6

大矢知 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八　郷 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 2 1 3 0 0 0 0 0 1 0 2 3 5 31 0 0 0 0 2 979 267 0 0 0 0 0 0 1,246

下　野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保　々 1 0 0 0 0 2 0 3 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 20

朝日町 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 22 0 0 0 0 0 3,461 36 0 0 0 0 0 0 3,497

川越町 2 0 0 0 0 0 1 3 0 1 1 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 155 2 0 0 0 0 7,084 177 0 0 0 0 0 0 7,261

計 14 0 0 4 0 7 2 27 4 0 1 9 14 2 0 2 2 6 1 0 7 8 16 323 43 0 1 0 1 9,285 1,487 0 0 850 0 1,186 0 12,808

塩　浜 3 0 0 0 0 2 0 5 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1,000 0 1,001

日　永 1 0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 365 0 0 0 368

四　郷 3 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 1 0 0 0 0 31 34 0 0 0 0 0 0 65

内　部 2 0 0 2 0 0 1 5 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4 0 0 0 0 0 1 0 200 0 0 180 0 25 0 405

河原田 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8

小山田 1 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3 0 0 0 0 0 0 7

水　沢 1 0 0 0 0 2 0 3 1 0 0 0 1 1 0 1 1 3 1 0 2 3 6 212 23 0 1 0 0 5,551 616 0 0 295 0 32 0 6,494

楠 3 0 0 0 0 2 0 5 2 0 1 0 3 1 0 1 1 3 0 0 2 2 4 109 19 0 0 0 0 3,699 630 0 0 10 0 121 0 4,460

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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地　区　別　火　災　発　生　状　況

（令和６年中）

火　　災　　件　　数 焼　　　　損　　　　棟　　　　数 り災世帯数

り
　
災
　
人
　
員

焼　損　面　積 死　傷　者 損　　　　害　　　　額　　　　　　　　　　(千円）
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建物 建物 林野

床面積(㎡) 表面積(㎡) 面積(ａ)

78 45 2 7 24 55 9 1 16 29 862 140 10 2 6 28 7 2 19 49 52,086 49,502 1,274 1,310

4 3 1 6 2 1 3 280 3 1 1 5 4 1 7 18,080 18,080

8 3 3 2 3 1 2 2 671 71 569 31

9 3 1 5 3 3 1 1 1 1 250 29 130 91

5 4 1 4 1 3 16 2 3 1 2 4 569 494 50 25

3 1 2 1 1 7 7

3 2 1 2 2 2 2 3 60 60

11 5 1 5 6 1 1 2 2 155 70 1 1 1 9,048 7,874 130 1,044

9 5 1 3 5 1 2 2 4 9 9 2 2 6 1,176 1,147 29

6 5 1 5 2 3 5 1 1 1 4 147 57 90

2 1 1 1 1 30 10 1 3 1 2 7 1,031 1,031

5 3 2 6 2 2 2 96 6 2 1 1 3 6,967 6,867 10 90

13 10 3 13 3 4 6 276 38 1 3 8 2 6 13 14,080 13,785 295

78 45 2 7 24 55 9 1 16 29 862 140 10 2 6 28 7 2 19 49 52,086 49,502 1,274 1,310

9 3 1 2 3 3 1 2 5 9 1 1 1 2 413 49 334 30

8 7 1 10 3 2 5 243 23 1 1 7 2 5 11 11,531 11,236 295

14 8 1 5 8 2 6 3 16 3 3 7 388 342 25 21

15 7 1 2 5 10 2 2 6 74 65 1 3 4 4 9 4,158 3,839 190 129

12 8 4 9 2 1 4 2 317 29 1 6 2 1 3 12 13,312 13,221 91

11 6 1 4 6 3 3 38 2 3 1 1 1 3 5,374 4,003 340 1,031

9 6 1 2 9 2 2 5 182 5 1 4 2 2 5 16,910 16,812 90 8

78 45 2 7 24 55 9 1 16 29 862 140 10 2 6 28 7 2 19 49 52,086 49,502 1,274 1,310

2 2 3 2 1 285 1 2 2 3 11,069 11,069

1 1

2 2 2 2 1 1 1 2 29 29

4 2 2 2 1 1 35 13 1 1 2 1,260 1,159 101

2 2 5 2 1 2 74 6 1 1 2 4,679 4,587 10 82

1 1

2 2 2 1 1 22 1 2 1 1 2 7,735 7,735

2 2 2 2 2 2 5 8 8

1 1 1 1

7 3 1 3 3 3 1 1 1 2 1,446 106 340 1,000

2 1 1 1 1 10 31 31

6 3 2 1 3 2 1 29 2 1 2 1 1 5 971 766 180 25

4 2 2 2 2 60 642 628 14

7 2 1 4 2 2 1 224 4 204 16

5 2 3 2 2 2 8 1 1 2 1,117 1,117

4 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 3 2 3 3 1 1 1 1 200 40 130 30

2 2 2 1 1 18 1 1 1 488 488

5 3 1 1 3 2 1 35 10 4 1 3 8 1,091 1,066 25

6 4 1 1 4 4 1 9 2 2 2 3 262 251 11

2 2 2 1 1 1 34 34

2 1 1 1 1 1 1 1 94 4 90

2 1 1 1 1 7 7

2 2 8 3 2 3 362 26 1 1 6 3 3 10 20,698 20,403 295

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月別・曜日別・時間帯別火災発生状況　　　　　　　　　　　　 （令和６年中）
出火件数 焼損棟数 焼損面積 死者負傷者 り災世帯数 り災

人員

損害額（千円）

計 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 死者 負傷者 計 全損 半損 小損 計 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 爆発

　合　　　計

月
　
　
別

  １  月

  ２  月

  ３  月

  ４  月

  ５  月

  ６  月

  ７  月

  ８  月

  ９  月

１０  月

１１  月

１２  月

不    明

合　　　計

曜
　
日
　
別

日 曜 日

月 曜 日

火 曜 日

水 曜 日

木 曜 日

金 曜 日

土 曜 日

不    明

合　　　計

時
　
　
間
　
　
帯
　
　
別

 0～  1時

 1～  2時

 2～  3時

 3～  4時

 4～  5時

 5～  6時

 6～  7時

 7～  8時

 8～  9時

 9～ 10時

10～ 11時

11～ 12時

12～ 13時

13～ 14時

14～ 15時

15～ 16時

16～ 17時

17～ 18時

18～ 19時

19～ 20時

20～ 21時

21～ 22時

22～ 23時

23～  0時

不    明

火災状況

月・曜日
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原 因 別 建物 建物 林野

床面積(㎡) 表面積(㎡) 面積(ａ)

合    計 78 45 2 7 24 55 9 1 16 29 862 140 10 2 6 28 7 2 19 49 52,086 49,502 1,274 1,310

た ば こ 9 4 1 4 7 2 4 1 263 31 0 1 5 2 1 2 8 11,560 11,074 425 61

こ ん ろ 6 6 9 1 3 5 150 63 0 1 5 2 3 6 14,898 14,898

か ま ど 0 0 0

風呂かまど 0 0 0

炉 1 1 0 0 0

焼 却 炉 1 1 0 0 0 14 14

ス ト ー ブ 6 6 6 1 5 130 0 0 1 3 5 2 3 8 3,909 3,909

こ た つ 0 0 0

ボ イ ラ ー 0 0 0

煙突・煙道 0 0 0

排 気 管 1 1 0 0 0 204 204

電 気 機 器 0 0 0

電 気 装 置 4 2 1 1 2 2 0 0 0 1 1 2 1,495 1,462 25 8

電灯・電話
等 の 配 線

6 5 1 6 1 1 4 155 1 0 1 1 4 7,279 7,279

内 燃 機 関 0 0 0

配 線 器 具 2 2 2 2 0 0 0 1 1 1 7 7

火 あ そ び 0 0 0

マ ッ チ ・
ラ イ タ ー

1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 4,238 4,238

た き 火 5 1 1 3 0 0 1 1 155 50 105

溶 接 機
切 断 機

1 1 0 0 0

灯 火 1 1 1 1 30 10 0 3 1 2 7 1,031 1,031

衝突の火花 0 0 0

取 灰 1 1 0 0 0 8 8

火 入 れ 4 4 0 0 0

放 火 1 1 1 1 35 13 0 1 1 2 1,159 1,159

放火の疑い 2 2 5 3 1 1 74 6 0 1 1 2 3,262 3,170 10 82

そ の 他 17 10 1 1 5 10 1 4 5 4 14 9 2 2 6 1,696 534 130 1,032

不　　　　明 9 5 2 2 5 2 3 21 2 0 2 1 1 2 1,171 741 430

爆発建物 林野 車両 船舶 航空機 その他計計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 死者 負傷者 計 全損 半損 小損その他

出火原因別火災発生概況
（令和６年中）

出火件数 焼損棟数 焼損面積 死者負傷者 り災世帯数 り災

人員

損害額（千円）

計 建物 林野 車両 船舶 航空機
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平成２７年 ８５件 　放　　　火　 １７件 た　き　火 １３件 た　ば　こ

（放火の疑い含む） こ　ん　ろ

平成２８年 １０５件 　放　　　火　 １９件 た　ば　こ １０件 溶　接　機 ５件

（放火の疑い含む） 切　断　機

平成２９年 ９３件 　放　　　火　 １５件 た　ば　こ ６件 こ　ん　ろ ５件

（放火の疑い含む）

平成３０年 １１０件 　放　　　火　 １７件 た　き　火 １３件 た　ば　こ ７件

（放火の疑い含む）

９２件 　放　　　火　 １８件 た　ば　こ １０件 た　き　火 ７件

（放火の疑い含む）

令和２年 ９０件 　放　　　火　 １４件 た　ば　こ ９件 た　き　火 ８件

（放火の疑い含む）

令和３年 ７４件 　放　　　火　 １７件 た　き　火 ８件 た　ば　こ ７件

（放火の疑い含む）

令和４年 ７９件 　放　　　火　 ９件 た　き　火 ６件 たばこ、こんろ

（放火の疑い含む） ストーブ

令和５年 ８４件 た　ば　こ １５件 放火 １５件 たきび １０件

（放火の疑い含む）

令和６年 ７８件 た　ば　こ ９件 こんろ、ストーブ 各６件 た　き　火 ５件

電灯・電話等の配線

各５件

過去１０年間　年別主な火災原因

年　　別 火災件数 主　な　火　災　原　因

各７件

平成３１年
／令和元年
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区分
建物焼損 林野

年別 表面積(㎡) (a)
85 50 0 15 0 20 180,097 2,686 0 3 14

238
105 70 0 9 0 26 197,464 2,129 0 6 13

424
93 34 7 11 0 41 87,689 1,657 60 2 9

347
110 63 2 18 0 27 158,292 1,896 14 5 14

873
92 60 3 8 1 20 481,993 5,877 69 2 6

1,033
90 50 1 11 0 28 290,017 1,026 2 1 11

2,731
74 37 1 12 0 24 114,536 1,484 3 2 13

92
79 42 0 10 0 27 84,387 992 0 2 10

110
84 36 3 8 1 36 164,650 1,845 137 2 8

107
78 45 2 7 0 24 52,086 862 10 2 6

140
2,045

610

過去１０年間の火災発生状況

火　　　災　　　件　　　数
損害額

（千円）

損　害　面　積 死　傷　者

合　計 建物 車両 死者

平成29年

0 27 181,121 30 3

令和3年

令和６年

負傷者

平成31年／
令和元年

平成30年

平成27年

平成28年

令和4年

林野 船舶 その他

令和2年

10

令和5年

平    均 89 49 2 11

85 

105 

93 

110 

92 
90 

74 

79 

84 

78 

1.8 
2.0 

0.9 

1.6 

4.8 

2.9 

1.1 

0.8 

1.6 

0.5 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

60

80

100

120

140

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年/

令和元年

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

損
害
額
（
億
円
）

火
災
件
数
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令和6年中

分　類 件数 　　説　　　　明

交通支援 119 国道1号、23号等通行量の多い道路における救急支援のための出動

救急支援 2,191 消防隊・救助隊による上記以外の救急の支援出動

たき火 26 たき火等の怪煙による調査警戒のための出動

交通油漏れ 57
交通事故等により、人的損害を生じ、又はそのまま放置すれば爆発、火災若し
くは人的被害を生じる恐れがある危険物が、道路上に漏れ出たものによる出動

その他漏油 10
人的損害を生じ、又はそのまま放置すれば爆発、火災若しくは人的被害を生じ
る恐れがある危険物が、池、湖、河川、海等に流れ出たものによる出動

ガス漏れ 4
人的損害を生じ、又はそのまま放置すれば爆発、火災若しくは人的被害を生じ
る恐れがあるガス又は毒劇物等の漏洩による出動

機器発報 216
直接通報、火災通報、即時通報及び自動火災報知設備の発報等による出動で非
火災であったもの

虚報 1 出動した結果、いたずら等であったもの

誤報 27 出動した結果、誤報、誤認であったもの

非火災事故 35 火災調査の結果、火災に至らないもの

捜索 1 山岳遭難、水難事故に伴う捜索等による出動

その他 33 「交通支援」から「捜索」までに掲げる種別以外による出動

総計 2,720

火災・救助以外の消防車両の出動
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100 60 40 100 40 40

m3 m3 m3 　m3 　m3 　m3

耐震 耐震 耐震 以上 以上 未満

7,521 6,674 82 103 44 6,445 622 41 52 213 7 215 94 225 49 69 14 75 18

共　同 153 139 0 1 3 135 9 4 0 0 0 4 1 5 3 2 0 0 0

同　和 14 12 0 0 1 11 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

中　央 60 52 0 0 1 51 4 2 0 0 0 0 2 4 4 0 0 0 0

港 126 113 3 3 2 105 5 2 0 0 0 1 2 8 0 0 0 0 8

浜　田 257 235 4 1 3 227 16 5 1 4 1 3 2 6 3 2 0 1 0

橋　北 148 128 1 5 2 120 12 3 0 2 0 4 3 8 3 2 0 3 0

海　蔵 218 202 1 0 0 201 11 1 2 3 0 4 1 5 0 2 0 3 0

常　磐 308 277 12 4 2 259 19 0 4 4 0 10 1 12 2 3 0 7 0

川　島 206 185 0 0 1 184 18 0 2 1 0 13 2 3 0 1 1 1 0

神　前 213 193 0 0 0 193 17 0 2 4 1 6 4 3 0 3 0 0 0

県 263 216 0 0 1 215 39 0 2 18 0 15 4 8 0 2 0 6 0

三重 462 376 5 5 5 361 74 2 5 47 0 12 8 12 0 6 0 6 0

西 桜 292 265 0 0 0 265 19 0 1 7 0 11 0 8 0 3 0 5 0

小　計 2,720 2,393 26 19 21 2,327 245 19 19 90 2 85 30 82 15 26 1 32 8

羽　津 306 285 4 17 5 259 13 2 3 2 0 4 2 8 2 3 1 1 1

富　田 253 226 4 3 0 219 10 2 1 4 1 1 1 17 9 3 0 3 2

富洲原 239 209 6 1 0 202 15 3 0 8 0 3 1 15 6 2 0 0 7

大矢知 305 280 0 1 3 276 19 0 4 9 0 3 3 6 3 2 1 0 0

八　郷 298 255 3 3 0 249 40 0 1 14 0 18 7 3 0 3 0 0 0

下　野 210 190 0 0 0 190 17 0 1 11 0 3 2 3 0 2 0 1 0

保　々 257 220 0 0 0 220 33 0 0 5 1 17 10 4 0 2 1 1 0

朝　日 284 237 0 13 2 222 44 0 0 6 0 19 19 3 0 3 0 0 0

川　越 559 524 2 11 0 511 23 0 0 19 0 4 0 12 2 4 0 6 0

小　計 2,711 2,426 19 49 10 2,348 214 7 10 78 2 72 45 71 22 24 3 12 10

塩　浜 240 213 8 13 1 191 14 6 1 3 1 2 1 13 8 2 0 3 0

日　永 306 275 13 7 6 249 16 3 1 4 1 5 2 15 4 3 1 7 0

内　部 341 310 0 2 1 307 22 0 3 6 0 10 3 9 0 3 1 5 0

河原田 150 130 5 5 0 120 15 1 0 6 0 8 0 5 0 1 0 4 0

楠 306 265 11 4 0 250 39 3 16 12 0 6 2 2 0 2 0 0 0

四郷 361 334 0 4 5 325 16 2 2 2 0 7 3 11 0 5 0 6 0

小山田 218 182 0 0 0 182 25 0 0 6 0 14 5 11 0 2 5 4 0

水　沢 168 146 0 0 0 146 16 0 0 6 1 6 3 6 0 1 3 2 0

小　計 2,090 1,855 37 35 13 1,770 163 15 23 45 3 58 19 72 12 19 10 31 0

中
央

北
消
防
署
管
内

北
署

北
部

朝
川

合   計

池
　
沼

小計 小計
井
　
戸

プ
ー

ル

南
消
防
署
管
内

南
署

南
部

中
消
防
署
管
内

中
署

双
口

単
口

双
口

単
口

工業用水 上水道
河
　
川

消　　防　　水　　利　　状　　況
（令和7年4月1日）

合
　
計

消　火　栓 防　火　水　槽 そ　の　他

小計
海
運
河
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開発行為に関する事前協議等 

 

概要 

本市では、地域の計画的な発展と良好な市街地の形成を図るため、都市計画法（昭和４

３年法律第１００号）の規定に基づき、良質な開発行為等を誘導し、もって住みよいまち

づくりの実現と地域住民の健全な生活環境を保全することを目的として、開発許可等に関

し必要な事項について四日市市開発許可等に関する条例を定めています。 

消防本部としては、四日市市開発許可等に関する条例に基づき、万一の災害が発生して

も、安全かつ円滑な災害防ぎょ活動が実施できるよう、消防活動上必要な施設の設置等、

宅地開発行為に関し必要な事項の同意、協議について審査、指導をしています。 

 

 

 令和５年度 令和６年度 

審査件数 ６０件 ４６件 

指 

導 

内 

容 

水利関係 ５件 ４件 

消防活動用空地 １件 １件 

その他 ０件 ０件 

指導件数合計 ６件 ５件 
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緊急消防援助隊の派遣体制 

 緊急消防援助隊は、平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災の教訓を踏まえて、

平成７年６月に創設されています。各地で大規模災害が発生した場合に、その被災都

道府県内の消防力だけでは対応できないときに、緊急消防援助隊に登録している他の

都道府県の市町村消防本部から、被災地に応援出動します。三重県隊のうち本市の派

遣体制は次のとおりです。 

 

登録隊の種類 登録車両 登録人数 

県大隊指揮隊 

（統合機動部隊指揮隊） 

（土砂・風水害機動支援部隊指揮隊） 

（NBC災害即応部隊指揮隊） 

本部 51号 
5人 

（15人） 

エネルギー・産業基盤災害即応部隊指揮隊 本部 61号 4人 

消火小隊 

北 1号 4人 

西 1号 4人 

南 1号 4人 

北部 2号 4人 

救助小隊 中 41号 5人 

救急小隊 
西南救急 1号 3人 

北救急 1号 3人 

後方支援小隊 支援 1 3人 

特殊災害小隊 

毒劇物等対応小隊 南 41号 4人 

大規模危険物 

火災等対応小隊 

中 10号 3人 

中 71号 2人 

特装 1 2人 

特装 2 2人 

特殊装備小隊 震災対応特殊車両小隊 重機 1 2人 

合計 19隊（3隊） 69人（15人） 

重複を除く合計 16隊 54人 

※ （ ）内は重複 令和７年４月１日現在 
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四日市市消防支援隊の活動状況 

 

四日市市消防支援隊とは、大規模災害の発生時に迅速な市民対応と安全な市

民生活を確保するため、四日市市消防本部の退職者が有する消防及び防災の知

識、技術、経験を活かし、消防本部及び消防署等が行う消防、防災活動を支援

する制度です。 

 

【 活動内容 】 

（１）消防本部、消防署及び消防分署の広報活動 

  ア 庁舎、資機材等の管理 

  イ 市民への機材貸出し（のこぎり、バール等の軽量機材） 

  ウ  避難者の応急手当 

  エ 避難者の広域避難地への案内 

  オ 支援物資の管理 

（２）情報収集 

  ア 自宅周辺の被害状況の報告 

  イ 参集途上の道路、危険箇所及び建築物等の被害状況に係る報告 

  ウ 消防署等における住民からの情報収集 

（３）消防本部、消防署及び消防分署が行なう災害活動の支援 

  ア 広域応援隊の誘導 

  イ 活動中の消防署員等の食糧及び飲料水等の供給 

（４）地域防災活動の支援 

  ア 地域の防災リーダーとしての地元自治会が実施する地域防災活動等の

支援 

 

【 四日市市消防支援隊登録状況 】 

  

令和７年４月１日現在 １０３名 



保・幼
稚園

小中
学校

子供 大人

件数

人員

件数 1 2 1 3 3 2 2 4 28 19 19 1 1

人員 13 7 2 9 3 2 8 34 28 26 132 1,980 1,980 70 70

件数 1 8 2 5 2 8 2 3 39 39 58 1 2

人員 64 43 51 37 2 26 2 9 10 16 260 1,847 3,827 40 110

件数 7 1 3 7 3 2 59 75 133 3 5

人員 71 14 41 61 58 15 58 60 378 1,114 4,941 106 216

件数 23 1 1 1 3 1 1 111 104 237 5

人員 204 38 204 18 11 2 31 188 151 847 1,431 6,372 216

件数 2 11 3 3 5 5 1 4 61 58 295 3 8

人員 243 200 44 5 94 71 29 48 53 85 872 1,546 7,918 248 464

件数 1 11 1 1 9 5 4 63 49 344 3 11

人員 86 363 20 5 170 96 23 34 64 861 2,103 10,021 242 706

件数 4 4 1 1 7 2 6 61 51 395 11 22

人員 113 217 15 8 103 38 142 65 84 785 2,409 12,430 8,666 9,372

件数 1 9 2 3 5 30 23 418 8 30

人員 37 218 21 63 80 31 32 482 631 13,061 4,587 13,959

件数 2 1 2 1 1 2 1 13 11 429 2 32

人員 178 8 17 3 3 13 20 2 4 248 678 13,739 130 14,089

件数 1 2 2 1 1 2 1 20 15 444 1 33

人員 23 14 2 40 20 12 2 24 27 164 419 14,158 9 14,098

件数 5 1 4 3 5 1 2 34 29 473 33

人員 145 40 53 68 94 13 2 47 57 519 890 15,048 14,098

件数 13 83 12 21 24 53 21 28 519

人員 757 1,490 226 346 345 641 271 327 540 605 5,548

264

504名 1281名防災センター月平均利用者数　

10

8

36

80

27

31

36

10
１２月

１月

２月

３月

3

10

13

合計

防災展示体験室　月平均利用者数

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

４月

自治会
会社
関係

官公庁
他都
市視
察

５月

自主
防災
隊

計 計 累計 計 累計
消防
関係

家族

防災教育センター利用状況
【概　要】
　平成９年４月に四日市市北消防署に併設された防災教育センターは、老朽化した施設・設備を、ＶＲなどの最新技術を
活用して、市民が災害を身近に感じる事ができ、実践的な対応を学ぶことが出来る展示内容に一新するとともに、ＶＲ付
地震体験車による出張型教育を行うなど、時代の流れに対応した魅力ある施設として、令和６年５月にリニューアルオー
プンしました。
　１階の展示室は、四日市市マッピングシアターや煙体験、ＶＲを使用しての地震体験など様々な体験ができるととも
に、災害に備えた備蓄品を展示するなど、防災教育・研修施設として市民等の防災意識の高揚を図るために利用の促進に
努めていきたいと考えております。
　また、防火・防災に関するDVDの貸し出しを行い、２階の防災センターには、消防防災に関する会議等に利用して頂い
ております。
 今後も、さらなる防災力の向上と啓発・発信拠点として、より一層魅力ある施設として多くの市民が利用していただけ
るように努めていきます。

令和６年度
区分 防災展示体験室 地震体験車 防災センター

消防施設見学

月別
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第1～第7回

(H8.6～H29.3) （Ｒ3年度） （R４年度） （R５年度） （Ｒ6年度） （R7年度） （R8年度）

対象世帯数 39,530 1,064 2,236 1,586 1,438 45,854

37,316 963 2,006 1,432 1,286 43,003

1,494 79 181 115 119 1,988

720 22 49 39 33 863

診断世帯数 27,617 654 1,273 963 849 31,356

25,923 576 1,094 848 736 29,177

1,163 62 141 88 88 1,542

531 16 38 27 25 637

件　数

222

32

254
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　指　導　件　数　合　計　

電気配線が適切でない。

屋内の整理整頓が必要である。

住宅用火災警報器が未設置

地
震
対
策

建物の構造等に問題があり、地震が発生した場合に危険である。

就寝場所に家具があるため、地震が発生した場合、家具が転倒し負傷する危険がある。

地震や風水害の発生により避難の必要があるときに、自力で避難することができない。

燃焼器具等の燃料タンクが屋内で地震が発生した場合、転倒の危険がある。

障害者等

防災指導員による指導状況

指　導　内　容

防
火
管
理

暖房器具の性能、設置場所及び取扱等に問題があり火災予防上危険である。

調理器具の性能、設置場所及び取扱等に問題があり火災予防上危険である。

風呂釜の性能、設置場所及び取扱等に問題があり火災予防上危険である。

たばこの始末及びマッチ、ライター、ロウソク等の火気の管理が適切でない。

ガス器具、ガスボンベ及びガス警報機等管理及び付近の整理が適切でない。

屋内に灯油等の危険物が放置され、その管理が適切でない。

ひとり暮らし高齢者

寝たきりの高齢者世帯等

障害者等

合計

ひとり暮らし高齢者

寝たきりの高齢者世帯等

　　　　　　　　　　　　　　　　四日市市防災指導員制度(指導状況）
 
　近年、多発する大規模災害は、私たちに数多くの教訓を残しています。その教訓の中で重要性を増してい
るのが高齢者等の災害時要援護者の人たちへの防災対策です。
　そのため、四日市市消防本部では、災害に強い街づくりを目指して、平成８年度に防災指導員制度を創設
し、防災に関して、豊富な経験と知識を有した者を指導員として任命を行い、指導員が民生委員とともに、ひ
とり暮らしの高齢者宅に、「防災診断」として訪問し、居宅の危険個所や地震発生時の注意点等を指導してい
ます。
　また、「防災診断」を平成８年度から開始し、平成１８・１９年度には特別診断として住宅用火災警報器の設置
を対象者に対して行いました。「防災診断」は、市内を３年で一巡するように計画し、令和6年度から10回目の
防災診断を開始し、住宅用火災警報器を順次更新するなど、高齢者等の方々への安全・安心な暮らしに寄
与するように努めていきます。

　　　　　　　　　防災診断実施状況 令和6年度

診断対象区分 総合計

合計

第９回 第10回





救助　・　救急



救 助 出 動 件 数 １９０ 件

１２７ 件 ）

救 助 活 動 件 数 １４３ 件

７８ 件 ）

活 動 割 合 ７５ ％

出 動 延 べ 隊 数 ８１７ 隊

救 助 人 員 １５０ 人

１日あたりの平均出動件数 ０．５ 件

活動１回あたりの平均救助人員 １．０ 人

出 動 件 数 の 多 か っ た 月 ７月 ２４ 件

出 動 件 数 の 少 な か っ た 月 ６月 ９ 件

出 動 件 数 の 多 か っ た 曜 日 火曜日 ３３ 件

出動件数の少なかった曜日 日曜日 １９ 件

出 動 件 数 の 多 か っ た 地 区 三重地区 １５ 件

出動件数の少なかった地区 県地区 ０ 件

出動件数の多かった時間帯 １１～１２時 １７ 件

出動件数の少なかった時間帯
４～５時
２１～２２時

１ 件

出 動 の 多 か っ た 事 故 種 別 交通事故 ６７ 件

出動件数の１番多かった日

４月５日、７月１７日
９月１１日、９月１７日

１０月２０日
１１月５日

３ 件

一　目　統　計

令和６年中

（うち　高度救助隊　出動件数

（うち　高度救助隊　活動件数

44





46 

水難救助隊の災害出動概要 

 

四日市港内、河川などで発生する乗用車の転落、レジャー中の事故等、早期に救助の

必要がある水難救助事案に対応するため、平成１５年４月に「水難救助隊」が発足し、

令和７年４月１日現在、３８名の水難救助隊員で活動しています。 

水難救助隊は、水中での困難な救助活動を円滑に遂行するため、「潜水」という特殊

技能を身に付け、更なる水難救助の知識・技術の向上を目指して日々錬成訓練を実施し

ています。 

水難救助隊の出動回数及び訓練・研修回数 

年

別 

月別 

種別 
合計 

１

月 

２

月 

３

月 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

令

和 

２ 

年 

災害出動 

水難救助 
７ １ ３ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

水難訓練 ３２ ０ ０ ３ ３ ３ ５ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

新人研修 １９ ０ ０ １ ０ ０ ６ １ ２ １ ２ ４ ２ 

令

和 

３ 

年 

災害出動 

水難救助 
９ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ １ ０ ０ 

水難訓練 １９ ０ ０ ３ ０ ３ １ ３ ０ ０ ３ ３ ３ 

新人研修 ２０ ０ ０ ４ ０ ０ ４ ２ ２ ０ ２ ４ ２ 

令

和 

４ 

年 

災害出動 

水難救助 
７ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ １ １ 

水難訓練 ２５ ０ ０ ３ ３ ４ １ １ ０ ３ ４ ３ ３ 

新人研修 １７ ０ ０ １ １ ０ ０ ４ ０ ３ ２ ４ ２ 

令

和 

５ 

年 

災害出動 

水難救助 
６ ０ ０ ０ １ ０ ２ １ １ ０ ０ １ ０ 

水難訓練 ２８ ０ ０ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ５ ３ ０ 

新人研修 ２４ ０ ０ ３ ２ １ ４ ０ ４ ２ ２ ３ ３ 

令

和 

６ 

年 

災害出動 

水難救助 
８ ０ １ ０ ０ ２ １ ２ １ ０ ０ ０ １ 

水難訓練 ２８ ０ ０ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ５ ０ 

新人研修 １９ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ５ ２ ２ ２ ２ 

※令和４年６月の１件は管外（菰野町）事案 
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令和６年中の救急業務の概要 

 

令和６年中の救急出動件数は１７，３４８件で、前年に比べ２５４件の減少となりました。 

また、搬送人員は１５，８６７人で前年と比べ２５７人の増加となりました。 

救急出動件数を事故種別構成比で見ると、「急病」が１１，８６５件（６８．４％）で最も多く、続いて「一般負傷」

が２，５７６件（１４．８％）、「転院搬送」が１，１８１件（６．８％）、「交通事故」が１，１０３件（６．４％）となりました。 

「急病」は昭和４７年以降から毎年連続して事故種別のトップを占めております。 

救急車の利用状況については、管内の住民約１９．３人に１人が救急車を利用したことになり、１日あたり、

４７．４件出動したことになっています。 

以下に救急搬送した傷病者について、『年齢層別』『傷病程度別』『地区別』などの観点から眺めた特徴的

な傾向について示します。 

『年齢層別』の傾向については、前年と比較して「乳幼児」、「新生児」の搬送は減少していますが、「少年」、

「成人」、「高齢者」は増加しました。最も多い年齢区分は「高齢者」で９，４５０人（５９．６％）、続いて「成人」４，

９５４人（３１．２％）、「少年」６５４人（４．１％）、「乳幼児」７４５人（４．７％）、「新生児」６４人（０．４％）となってい

ます。 

『傷病程度別』の傾向については、「軽症」の割合が一番多く、その比率は６０．２％となっています。続いて、

「中等症」が２５．３％、「重症」が１２．３％となっています。 

『地区別』の傾向については、「常磐」「日永」「三重」「四郷」の各地区が救急需要の多い４地区となってい

ます。これらの地区は人口も多い地区であることから必然的に救急需要が多くなっています。 

今後も増加が予想される救急需要に対して、本市では、３消防署に４台の救急車を、また中央地域、西部

地域、南部地域、北部地域、北西地域、西南地域と消防事務を受託している朝日町･川越町地域にそれぞ

れ１台ずつ、計１１台の救急車を配置しています。 

今後も都市整備や救急需要の動向などを踏まえて、通報から医療機関到着までの時間短縮を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 



5分救急の指標

年別 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

所要時間 5分49秒 6分28秒 6分39秒 6分17秒 6分05秒

特異事案（高速道路事案、管轄外事案、現場まで20分以上要した事案、AA連携の2台目）を除いた
指令から現場到着までの所要時間

 過去5年間の傷病者収容所要時間 

1:18

1:20

1:19

1:20

1:21

6:38

6:51

7:18

7:14

6:24

13:23

14:12

15:12

15:14

15:02

10:15

10:27

10:36

10:08

9:31

0.0分 5.0分 10.0分 15.0分 20.0分 25.0分 30.0分 35.0分 40.0分

令和6年

令和5年

令和4年

令和3年

令和2年

受付から指令まで

指令から現場到着まで

現場到着から現場出発まで

現場出発から医療機関到着まで

32：49

32：18

33：55

34：26

31：35

49



　　　　※小数点以下第２位を四捨五入

　　　　※四捨五入により１００％にならないことがあります

救 　急　 概　 要

搬 送 件 数

搬 送 人 員

区 分

救 急 出 動 件 数

件数・人員

１７，３４８件

４３．４人

４３．１件

４７．４件

一日平均

１５，７７６件

１５，８６７人

（令和６年中）

中消防署

5,255件

30.3%

西分署

703件 4.1%

中央分署

1,652件 9.5%

北消防署

2,147件

12.4%北部分署

1,440件 8.3%

北西出張所

565件 3.3%

朝日川越分署

1,165件 6.7%

南消防署

1,912件

11.0％

南部分署

1,849件 10.7%

西南出張所

660件 3.8％

(1)救急隊別出動件数

急病

11,865 件 68.4%

一般負傷

2,576 件

14.8%

交通事故

1,103 件 6.4%

転院搬送

1,181 件 6.8%

労働災害

168 件 1.0%

その他

455 件 2.6%

(2)事故別出動件数

総件数
17,348件

総件数
17,348件
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  月別

出場件数 17,348 1,639 1,360 1,407 1,294 1,376 1,304 1,712 1,548 1,287 1,280 1,343 1,798

搬送人員 15,867 1,506 1,244 1,288 1,179 1,267 1,203 1,547 1,427 1,163 1,170 1,225 1,648

出場件数 47 2 5 4 5 1 0 5 6 4 3 3 9

搬送人員 5 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3

出場件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

搬送人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

出場件数 9 0 0 0 0 1 2 2 2 0 0 1 1

搬送人員 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

出場件数 1,103 80 89 90 101 106 92 104 94 61 91 89 106

搬送人員 1,043 76 86 86 98 99 85 94 97 58 78 82 104

出場件数 168 9 11 18 17 11 12 12 21 17 16 11 13

搬送人員 164 9 10 17 17 10 12 12 21 16 16 11 13

出場件数 128 6 8 8 10 9 29 8 9 8 11 11 11

搬送人員 128 6 8 8 10 9 28 8 9 8 11 12 11

出場件数 2,576 241 212 225 182 211 208 222 194 195 224 214 248

搬送人員 2,398 232 199 208 170 192 190 203 183 174 212 204 231

出場件数 64 4 5 3 1 10 8 5 5 5 8 2 8

搬送人員 54 4 4 3 1 8 8 5 4 5 5 2 5

出場件数 126 10 10 9 7 15 10 18 14 8 11 11 3

搬送人員 83 8 8 5 4 12 8 12 9 3 7 6 1

出場件数 11,865 1,149 908 951 857 918 855 1,212 1,111 904 825 897 1,278

搬送人員 10,813 1,040 821 866 770 847 791 1,104 1,020 817 759 812 1,166

出場件数 1,181 131 109 95 108 89 80 109 84 82 83 97 114

搬送人員 1,177 130 108 95 108 89 80 109 84 82 82 96 114

出場件数 81 7 3 4 6 5 8 15 8 3 8 7 7

搬送人員 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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⅜ ⇔√
≡─

338 125,928

⌐ ⅜№╢╙─≢
⌐ ↕╣√

73 25,790

יִ ─ 11 3,155

15.1% 12.2%

⅜ ⇔√
≡─

296 129,144

⌐ ⅜№╢╙─≢
⌐ ↕╣√

72 26,500

יִ ─ 7 2,944

9.7% 11.1%

⅜ ⇔√
≡─

375 142,728

⌐ ⅜№╢╙─≢
⌐ ↕╣√

99 28,834

יִ ─ 14 2,971

14.1% 10.3%
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≡─

378 140,575

⌐ ⅜№╢╙─≢
⌐ ↕╣√

84 28,354

יִ ─ 9 3,348

10.7% 11.8%

⅜ ⇔√
≡─

353

⌐ ⅜№╢╙─≢
⌐ ↕╣√

76

יִ ─ 10

13.2%

יִ  ⁷⁷⁷     ⁷⁷⁷⁷⁷                                          ─
⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷β ⁷ ⁷⁷⁷⁷ ⌐ ⅜№╢╙─≢
⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷ ⁷ ⌐ ↕╣√
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